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⑰証明書が登録されると、［キーチェーンアクセス］ダイアログの中に

「iPhone Developer：証明書申請者の名前 （ランダムな数字）」という

項目ができているはずです。それをクリックしてみましょう（図11）。

⑱「発行元」にはアップル社の名前が記載されており、この証明書の正当性
がアップル社によって認められていることを表しています。この証明書

を使って自分が配布しようとするアプリケーションに「署名」すると、「こ

のアプリケーションの作者はあなたであり、他者によって詐称や改ざん

されていない」ということを、アップル社が保証していることになります。

デバイスの登録

テスト用に手元のiOSデバイスで動かすには、そのデバイスのID（UDID*33）

入りのプロビジョニングプロファイルが必要です。そこでまず、UDIDを

iOS Provisioning Portalに登録します。

デバイスのUDIDを調べる

⑲iPhoneをMacにつなぐと、iTunesが起動します。左側のメニュー*34の「デ

バイス」から、つないだiPhoneを選択します（図12）。

⑳「概要」の「シリアル番号」をクリックします。
㉑すると「識別子（UDID）」が表示されます。この状態で［command］キーを押

したまま［C］キーを押すと、UDIDがクリップボードにコピーされます。

証明書をキーチェーンアクセスに登録する図11
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UDIDをコピーする図12

18

＊33
Unique Device IDentifierの
略。これは全世界で重複のな
い、そのデバイスを一意に識
別するIDのこと

＊34
iTunes画面の左側にメニュー
が表示されていない場合は、

「表示＞サイドバーを表示」を
選ぶ
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App IDの作成

iOSデバイスにアプリケーションをインストールするには、App IDが必

要です。App IDは、アプリケーションごとに作成することも、同一のもの

を使い回すこともできます。ここでは後者で作成します。

㉘引き続き作業します。画面左側のメニューから「Identifiers」をクリック

し、右上の「＋」をクリックして「Name」に「wildcard*36」と入力します。

「Bundle ID」に半角のアスタリスク1文字*36「*」を入力してワイルドカード

に設定し、ほかの項目は変更せずに「Continue」をクリックします（図15）。

㉙次の画面で設定内容を確認し、「Submit」をクリックしてApp IDを登録し

ます（図16）。

＊36
自分がわかる名前であれば
何でも構わない。App IDは一
度作ったら消すことができな
いので、あとから変更しなくて
もすむような名前にする

＊37
アスタリスク1文字で、すべて
のアプリを表すことができる。
これをワイルドカードと呼び、
トランプのジョーカーのように
万能なカードを表す言葉とし
て使われる。初めての開発で
あれば、証明書、Device、App 
IDをひも付ける作業が簡単な
ワイルドカードApp IDを使う
とよい
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App IDを設定する

App IDを登録する

図15

図16
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［5-10］開発中のアプリを実機にインストールするには？　

開発用プロビジョニングプロファイルの作成

作成した証明書、登録したデバイスとApp IDの情報を使って、プロビジョ

ニングプロファイルを作成します。このファイルをXcodeに認識させれば、

iOSデバイスにアプリケーションをインストールできるようになります。

㉚引き続き作業します。画面左側のメニューから「Provisioning Pro 

files」をクリックします。「＋」をクリックしてプロファイルを作成し、

「Development」の「iOS App Development」をチェックします（図17）。

㉛「Continue」をクリックし、次の画面でApp IDを設定します。

㉜ここでは、前項でワイルドカードとして設定した「Wildcard」を選択し、

「Continue」をクリックして次の画面へ進みます（図18）。

㉝先ほど取得した開発用（iOS Development）の証明書を選択し、「Conti 

nue」をクリックして次の画面へ進みます（図19）。
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30

プロファイルを作成する

App IDを設定する

証明書を選択する

図17

図18

図19
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㉞インストールするデバイスにチェックを入れ、「Continue」をクリックし、

「Profile Name」に名前を設定*38し、「Generate」をクリックします（図20）。

㉟少し待つとプロビジョニングプロファイルが生成されるので、「Down 

load」をクリックしてMacにダウンロードします（図21）。

㊱プロビジョニングプロファイル*39をダブルクリックするとXcodeが起動

し、Organizerに登録*40されます。

 以上でアプリケーションを実機へインストールする準備が整いました。

アプリケーションを実機へインストールする

アプリケーションを実機にインストールする方法は2種類あるのですが、

自分が開発しているアプリケーションを手元の実機で試す場合には、Xcode

からインストールするのが最も簡単です。しかし、仕事として開発している

場合には、Xcodeを利用していないほかの人にも配って試してもらうことが

あります。そのような場合には、圧縮ファイルを作成してメールなどで送り、

iTunesを使ってもらうといいでしょう。ただし、インストールするデバイ

スのUDIDをすべて、これまでの手順に沿ってプロビジョニングプロファイ

ルに登録しておく必要があります。

＊39
「ダウンロード」フォルダーに

拡張子「.mobileprovision」
が付いたファイル名で保存さ
れている

＊40
ダブルクリックして登録できな
い場合は、Organizer下部の

「Import」をクリックして読み
込 む 。何 度 か 読 み 込 む と
Xcodeの挙動がおかしくなる
ことがあるが、そのようなとき
はプロビジョニングプロファイ
ルを右クリックして「Remove」
を選んで削除してから、再度
読み込んでみる

＊38
名前は何でも構わない。ここ
では「wildcard」とした

35

34

プロビジョニングプロファイ
ルをダウンロードする

インストールするデバイスを選択してプロ
ファイルの名前を設定する

図21

図20


